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平
成
30
年
３
月
、
荘
川

町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

荘
川
の
子
を
育
む
た
め
の

検
討
委
員
会
よ
り
、
議
長

に
対
し
、
「
荘
川
の
子
ど

も
を
育
む
た
め
の
提
言
」

が
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
所
管
の

福
祉
文
教
委
員
会
に
お
い

て
、
提
言
に
至
っ
た
経
緯

や
、
地
域
の
思
い
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
た
め
、

５
月
22
日
、
荘
川
町
の
保

育
園
、
小
中
学
校
の
現
地

視
察
と
合
わ
せ
て
、
分
野

別
市
民
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。

（
提
言
の
基
本
的
事
項
）

◎
保
・
小
・
中
一
貫
教
育　

に
よ
る
教
育
環
境
づ
く
り

◎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
づ
く
り

◎
将
来
の
担
い
手
づ
く
り

（
施
設
整
備
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
）

　

同
一
敷
地
内
に
機
能
別

（
福
祉
、
教
育
）
複
合
施

設
を
新
た
に
整
備
し
、
効

率
的
な
一
貫
教
育
の
推
進

や
世
代
間
交
流
、
幼
児
、

児
童
生
徒
、
教
職
員
、
高

齢
者
、
地
域
住
民
の
利
便

性
と
多
様
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
・

地
域
が
「
人
づ
く
り
」
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
の
整
備
。

（
主
な
意
見
）

❖
荘
川
の
若
者
た
ち
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
伝
統
文
化

を
学
び
、
村
芝
居
を
継
承

し
て
い
る
。
近
く
に
子
ど

も
が
居
る
こ
と
で
、
地
域

愛
が
生
ま
れ
、
芝
居
や
祭

も
定
着
し
て
い
く
と
思
う
。

❖
荘
川
の
良
さ
を
全
国
に

発
信
し
、
人
生
80
年
の
内

子
育
て
や
教
育
の
15
年
・

荘
川
で
過
ご
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

❖
荘
川
の
自
然
や
歴
史
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
教

育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
子
ど
も
達
は
荘
川

の
未
来
を
担
っ
て
い
っ
て

く
れ
る
の
で
は
と
思
う
。

※
荘
川
中
学
校（
築
55
年
）

で
は
、
当
初
二
百
名
ほ
ど

い
た
生
徒
は
、
現
在
24
名

と
な
り
、
約
10
分
の
１
の

人
数
で
校
舎
の
掃
除
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

荘
川
の
ま
ち
協
が
主
体

と
な
り
、
住
民
の
総
意
と

し
て
提
出
さ
れ
た
提
言
を

重
く
受
け
止
め
、
高
山
市

に
お
け
る
各
地
域
の
多
様

性
に
応
じ
た
教
育
・
子
育

て
環
境
に
つ
い
て
、
調
査

研
究
を
続
け
、
政
策
提
言

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

平
成
28
年
度
の
特
定
健

診
の
結
果
で
は
、
市
国
保

加
入
者
の
受
診
率
は
約
53

％
、
県
内
で
は
６
位
。
保

健
指
導
率
は
、
約
93
％
、

県
内
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

　

健
診
結
果
で
は
、
肝
機

能
の
検
査
項
目
の
有
所
見

率
は
、
県
内
国
保
加
入
者

の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
日
の
食
塩
摂

取
量
に
つ
い
て
は
、
国
の

目
標
値
を
超
え
て
摂
取
し

て
い
る
人
が
多
い
。

　

糖
尿
病
の
指
標
（
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
）
に
つ
い
て
は
、

脳
や
心
臓
な
ど
の
大
血
管

障
害
の
合
併
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
人
、
糖
尿
病
特
有

の
合
併
症
（
腎
臓
・
網
膜

症
・
神
経
障
害
）
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
人
の
割
合

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

糖
尿
病
治
療
開
始
の
目
安

と
さ
れ
る
６
．
５
～
６
．

９
の
割
合
が
上
昇
し
て
い

る
。

　

６
月
よ
り
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
が
新
た
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。
各
種
健
診

の
受
診
な
ど
個
人
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
制
を
設
け
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
の
意
識
を
向

上
さ
せ
る
賞
品
等
を
贈
る

も
の
で
、
従
来
の
方
策
に

よ
る
勧
奨
や
啓
発
に
加
え
、

健
康
づ
く
り
に
無
関
心
な

市
民
へ
の
働
き
か
け
と
し

て
期
待
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
委
員
会
に
お
い
て
も
、

事
業
の
実
施
状
況
に
注
目

し
、
引
き
続
き
健
康
長
寿

の
延
伸
に
向
け
た
動
機
付

け
策
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

　

高
山
市
新
火
葬
場
建
設

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
市
が
決
定
し
た

選
考
方
法
に
つ
い
て
、
６

月
19
日
、
協
議
を
行
っ
た
。

[

概
要]

　

候
補
地
の
選
考
方
法
は
、

答
申
の
と
お
り
と
す
る
。

選
考
基
準

　

基
本
構
想
に
掲
げ
る
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
基
本

方
針
に
従
い
、
利
用
者
、

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
、

自
然
環
境
及
び
コ
ス
ト
な

ど
に
配
慮
し
た
15
項
目
。

選
考
手
順

❖
選
考
経
過
を
随
時
理
由

を
付
し
て
公
表
し
、
プ
ロ

セ
ス
の
透
明
性
を
確
保
。

❖
総
合
的
に
み
た
適
地
を

選
出
す
る
た
め
、
候
補
地

相
互
の
比
較
を
し
な
い
ま

ま
数
値
基
準
で
一
律
に
対

象
外
と
す
る
こ
と
な
く
、

現
地
視
察
も
踏
ま
え
絞
り

込
み
や
順
位
付
け
を
行
う
。

　

質
疑
の
後
、
市
民
意
見

へ
の
対
応
と
い
っ
た
論
点

に
つ
い
て
、
議
員
間
討
議

を
行
い
、
次
の
と
お
り
、

委
員
会
の
意
見
を
ま
と
め

た
。

　

選
考
過
程
に
お
い
て
は
、

市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

な
公
平
性
や
客
観
性
を
確

保
し
、
市
民
意
見
に
対
し

真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
。

委 員 会 報 告

調
査
内
容

成
人
の
健
康
状
態
の
状
況

健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み

委
員
会
の
意
見

老朽化が進む荘川中

荘
川
地
域
の
子
育
て
・
教
育
環
境
に
つ
い
て

荘
川
町
ま
ち
協
・
荘
川
の
子
を
育
む
た
め
の

　
　
　
　

検
討
委
員
会
と
の
分
野
別
市
民
意
見
交
換
会

今
後
の
取
り
組
み

福祉文教
委員会

    

平
成30
年
３
月
、
荘
川

町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

荘
川
の
子
を
育
む
た
め
の

検
討
委
員
会
よ
り
、
議
長

に
対
し
、「
荘
川
の
子
ど
も

を
育
む
た
め
の
提
言
」
が
、

提
出
さ
れ
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
所
管
の

福
祉
文
教
委
員
会
に
お
い

て
、
提
言
に
至
っ
た
経
緯

や
、
地
域
の
思
い
に
つ
い

て
意
見
交
換
す
る
た
め
、

５
月22

日
、荘
川
町
の
保

育
園
、
小
中
学
校
の
現
地

視
察
と
合
わ
せ
て
、
分
野

別
市
民
意
見
交
換
会
を
行

っ
た
。 

             

    （
提
言
の
基
本
的
事
項
）

◎
保
・
小
・
中
一
貫
教
育 

 

に
よ
る
教
育
環
境
づ
く
り

◎
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

の
拠
点
づ
く
り 

◎
将
来
の
担
い
手
づ
く
り 

（
施
設
整
備
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
） 

 
 

同
一
敷
地
内
に
機
能
別

（
福
祉
、
教
育
）
複
合
施

設
を
新
た
に
整
備
し
、
効

率
的
な
一
貫
教
育
の
推
進

や
世
代
間
交
流
、
幼
児
、

児
童
生
徒
、
教
職
員
、
高

齢
者
、
地
域
住
民
の
利
便

性
と
多
様
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
・

地
域
が
「
人
づ
く
り
」
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
の
整
備 

（
主
な
意
見
） 

・
荘
川
の
若
者
た
ち
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
伝
統
文
化

を
学
び
、
村
芝
居
を
継
承

し
て
い
る
。
近
く
に
子
ど

も
が
居
る
こ
と
で
、
地
域

愛
が
生
ま
れ
、
芝
居
や
祭 

も
定
着
し
て
い
く
と
思
う
。

 

・
荘
川
の
良
さ
を
全
国
に

発
信
し
、
人
生8

0

年
の
内

子
育
て
や
教
育
の15

年

荘
川
で
過
ご
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。 

・
荘
川
の
自
然
や
歴
史
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
教

育
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
子
ど
も
達
は
荘
川

の
未
来
を
担
っ
て
い
っ
て 

く
れ
る
の
で
は
と
思
う
。 

       

※
荘
川
中
学
校
（
築5

5
年
）
で
は
、
当
初
二
百
名

ほ
ど
い
た
生
徒
は
、
現
在

2
4

名
と
な
り
、
約10

分

の
１
の
人
数
で
校
舎
の
掃

除
等
を
行
っ
て
い
る
。 

   

荘
川
の
ま
ち
協
が
主
体

と
な
り
、
住
民
の
総
意
で

提
出
さ
れ
た
提
言
を
重
く

受
け
止
め
、
高
山
市
に
お

け
る
各
地
域
の
多
様
性
に

応
じ
た
教
育
・
子
育
て
環

境
に
つ
い
て
、
調
査
研
究

を
続
け
、
政
策
提
言
に
つ 

な
げ
て
い
く
。 

政
策
課
題
「
健
康
寿
命
の

延
伸
」
へ
の
取
り
組
み 

 

   

平
成2

8

年
度
の
特
定
健

診
の
結
果
で
は
、
市
国
保

加
入
者
の
受
診
率
は5

3

．

４
％
、
県
内
で
は
６
位
。

保
健
指
導
率
は
、92

．
５
％
、

県
内
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
。 

健
診
結
果
で
は
、
肝
機

能
の
数
値
の
有
所
見
率
は
、

県
内
国
保
加
入
者
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
１
日
の
食
塩
摂

取
量
が
国
の
目
標
値
を
超

え
摂
取
し
て
い
る
人
が
多

く
、
糖
尿
病
の
指
標
で
あ

る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
に
つ
い
て

は
、
脳
や
心
臓
な
ど
の
大

血
管
障
害
の
合
併
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
人
、
糖
尿
病

の
合
併
（
腎
臓
・
網
膜
症
・

神
経
障
害
）
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
人
の
割
合
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
糖

尿
病
治
療
開
始
の
目
安
と

さ
れ
る
６
．
５
～
６
．
９ 

の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

 

  

 

６
月
よ
り
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
が
新
た
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。
各
種
健
診

の
受
診
な
ど
個
人
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
制
を
設
け
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
の
意
識
を
向

上
さ
せ
る
賞
品
等
を
贈
る

も
の
で
、
従
来
の
方
策
に

よ
る
勧
奨
や
啓
発
に
加
え
、

健
康
づ
く
り
に
無
関
心
な

市
民
へ
の
働
き
か
け
と
し

て
期
待
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
委
員
会
に
お
い
て
も
、

事
業
の
実
施
状
況
に
注
目

し
、
引
き
続
き
健
康
長
寿

の
延
伸
に
向
け
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
策
に
つ
い
て
、 

調
査
研
究
を
進
め
る
。 

 

新
火
葬
場
候
補
地
の
選
考

方
法
に
つ
い
て
（
協
議
） 

高
山
市
新
火
葬
場
建
設

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
市
が
決
定
し
た

選
考
方
法
に
つ
い
て
、
６

月19

日
、
協
議
を
行
っ
た
。

 
[

概
要] 

候
補
地
の
選
考
方
法
は
、

 

答
申
の
と
お
り
と
す
る
。

 

選
考
基
準 

基
本
構
想
に
掲
げ
る
基 

本
コ
ン
セ
プ
ト
及
び
基
本

方
針
に
従
い
、
利
用
者
、

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
、

自
然
環
境
及
び
コ
ス
ト
な

ど
に
配
慮
し
た15

項
目
。

 

選
考
手
順 

・
選
考
経
過
を
随
時
理
由

を
付
し
て
公
表
し
、
プ
ロ

セ
ス
の
透
明
性
を
確
保
。 

・
総
合
的
に
見
た
適
地
を

選
出
す
る
た
め
、
候
補
地

相
互
の
比
較
を
し
な
い
ま

ま
数
値
基
準
で
一
律
に
対

象
外
と
す
る
こ
と
な
く
、

現
地
視
察
も
踏
ま
え
絞
り

込
み
や
順
位
付
け
を
行
う
。

 

  

質
疑
の
後
、
市
民
意
見

へ
の
対
応
と
い
っ
た
論
点

に
つ
い
て
、
議
員
間
討
議

を
行
い
、
次
の
と
お
り
、

委
員
会
の
意
見
を
ま
と
め

た
。 選

考
過
程
に
お
い
て
は
、

市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

な
公
平
性
や
客
観
性
を
確

保
し
、
市
民
か
ら
の
意
見

に
対
し
真
摯
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。 

（
イ
ラ
ス
ト
） 

荘
川
地
域
の
子
育
て
・
教
育
環
境
に
つ
い
て 

荘
川
町
ま
ち
協
・
荘
川
の
子
を
育
む
た
め
の 

検
討
委
員
会
と
の
分
野
別
市
民
意
見
交
換
会 

福祉文教委員会 

調
査
内
容 

成
人
の
健
康
診
査
の
状
況

今
後
の
取
り
組
み

老朽化が進む荘川中 

今
後
の
取
り
組
み

委
員
会
の
意
見 

新
火
葬
場
候
補
地
の
選

考
方
法
に
つ
い
て
（
協

議
事
項
）


